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生産の 自動化 と経営学の変貌
古 瀬 大 六
1.生 産過程 の 自動化
財を生産する過程は,加 工 ・運搬 ・検査の三つの物的過程 と,そ れ らにた
いす る管理の四つの過程に分けて考えることができる。産業革命以前におい
ては,こ れ らの過程の大部分は人間自身の肉体の働きに よって成 しとげ られ
てきた といって よい。加工及び運搬は,簡 単な道具 と,小 規模な動力源 とし
ての家畜や風車 ・水車などを除けば,人 間の筋肉と骨格 とを動力源兼工具 と
して行 なわれてきた。検査過程について も,簡単な物尺 ・時計 ・はか り・温
度計はあったが,そ の 目盛を 読み とる人間の存在を 欠 くことはできなかっ
た。 これ らの過程を計画 し・組織 し・調整 し ・制御するところの,い わゆる
「管理過程」に至っては純粋に人間的な行為であ り,これを人間以外の もの
に よって行なわせ ることができようなどとは,夢 に も考え られなかったので
ある。人間を中心 とする生産過程は,そ の当然の成 り行 きとして,人 間の も
つ貧弱な肉体 と精神に制約 され,き わめて低い生産力の段階に止 まらなけれ
ばな らなかった。
この人間の肉体に よる制約の壁を乗 り越えて,そ の生産力を飛躍的に増大
させ る 糸口となったのが,第 一次産業革命で あった ことは,い うまで もな
い。巨大な動力源 として生 まれた蒸気機関は,工 作機械及び汽車 ・汽船 と結
びついて,加 工 ・運搬に革命をもたらした。人間は,エ ネルギーを作 り出す
とい う仕事か ら解放 され,そ れを 「石炭の燃焼」とい う外界の物的過程の中
に投影 し,代位 させ ることがで きるようになった。 「人間の腕 と脚」 とは,
それの働きを 「工作機械 と運搬機械」の中に投影す ることに よって,そ の能
●
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力を肉体の制約か ら解き放ち,無 限の精度と生産力を獲得す ることができる
ようになった。
第一次産業革命以後現在まで二百年,こ の間にあって,動 力源は石炭か ら
石油,さ らに原子力へ と飛躍的に進歩 した。機械 もまた,質 的な変化を遂げ
た。機械は もはや,単 なる動力附き工具ではなく,自 らバルヴを開閉 し,自
ら速度を調整 し,自 ら材料を取 りつける能力を身につけ るようになった。今
'まではオペ レーターの任務であったこれ らの操作が,次第に人間か ら切 り離
され,機 械 自体の中に,よ り能率的な形で再現されるようになった。
このような,機 械 の側か らの人間の追放,そ の自動機械化は,別 に新 らし
い現象ではない。それは,第 一次産業革命の初期か ら,部 分的 ・孤立的な形
では,行 なわれてきたのである。 しか しなが ら,こ れ らの 自動化が一つの統
一・的な理論に まとめあげ られ,そ れに よってその実用化が爆発的な勢いで全
生産過程に拡が り始めたのは,第二次世界大戦前後か らであ り,わずか二十年
前 のことである。 この 「自動化の統一理論」とは,い わゆる 「自動制御理論」
あるいは 「サーヴォメカニズム理論」に外ならない。今世紀の初頭か ら,フ
ィー ドバ ック回路を含んだ制御 システムの安定性を微分方程式によって分析
す る研究は,何 人かの数学者 ・技術者に よって開発されてきた。逆に,安 定
的 な回路を設計す るため,則 ち,今 まで存在 しなかった ものを新 らたに作 り
出すための,シ ソセシス理論が開発され,そ れが広 く実用の段階に到達 した
のは,つ い最近のことである。
この ような自動制御的現象は,初 期においては機械的な回路について,さ
らに後には,ま った く同 じ原理に従 う現象が電気的回路において 存在 して
い ることがわかってきた。そればか りでな く,同 じ原理が,す なわち,同 じ
数 学的表現を もった原理が,人 間その他のあ らゆる生物の生理的現象の中に
おいて も,更 に また,人 間の集 団としての社会現象,こ とに国民経済につい
ても,ま った く同 じ形で成 り立 っていることがわか り始めてきたのである。
あ らゆる種類の制御現象を通 じて,こ のような統一的な原理が成 り立ってい
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ることを指摘 し,機 械工学 ・電気工学 ・生物学 ・医学 ・経済学 ・社会学等の
諸科学の相互協力を呼びかけたのが,数 学者N・Wienerであ り,この綜合
的領域における研究をCyberneticsと名づけたのが彼であることは,周 知の
通 りである。
この新たな展開は,機 械の 自動化が,人 間に よる機械の操作 とまった く異
なった動作原理に よるものではないこと,そ の間には,有 機体 と機械 とい う
素材 の違いに もかかわ らず,き わめて類似 した動作原理が存在す ること,を。
明 らかにした。 これによって,機 械が 「人間の筋 肉と骨格 との外界への投
影」であった と同様に,機 械 の 自動制御機構は,人 間の 「感覚器官 ・神経
系 ・大脳の機能の外界への投影」に外な らないことがはっきりと示 されるに
至った。
最近の計測装置の進歩は,人 間の感覚能力を遙かに追い抜 き,流 れる液体
の化学的組成を瞬間的に分析 し,高 速度で走る薄鉄板や紙の厚さを ミクロン
単位の精度で連続的に測 ることができるようになっている。サーヴォモータ
ーを使えば,ダ イヤルを千分の一の精度でセ ットすることができ,人 間の指
先の細かい動 きを模倣す ることさえも可能である。計測装置を人間の受容器
の外界への投影(projection)と考え,サ ーヴォモーター を その 「効果器の
外界への投影,そ の機能の客観化」 と見 るな らば,そ の中間に介在 して最も
重要な働きをする大脳の役割 をす るものは電子計算機である。現在の技術の
下では,生 産過程において絶対に人間でなければできない ような過程は一つ
も存在 しない,と いい切 ることができる。現時点におけ る現実の生産過程が
その ような完全な自動化の段階に到達 していないのは,自 動機械化の コス ト
と賃銀 との間 との経済的関係に よるものであ り,設備原価の相対的低下に伴
って,今 後自動化は急速に進むであろ う。人間が手で作 ることを前提 として
行なわれていた設計は,自 動機械で作 られ ることを頭において,大 巾に変革
されつつある。 自動化の傾向は,生 産過程だけに見 られる現象ではない。そ
れは,す でに,各 種の管理的 ・事務的労働の上に も,そ の巨大 な影響を及ぼ
糞
一130一 商 学 討 究 第16巻 第2号
し始 めている。電子計算機を中心 とす るEDP,さ らにそ の発展形態 として
のOLRTシ ステ ム,事 務 処理 と会計 処理 とを瞬間 的に行 な うマイ ク ロプ ロ
グラム,計 算機 自体に よる意志 決定,各 種 のvisualdisplay,それ らは ます
ます多 くの管理的 な仕事 を人間的束縛 か ら解放 しつつあ る。
2.経 営学は 自動化を ど う理 解 したか
生産過 程におけ る この急速な 自動 機械化 の傾 向を,経 営学は どの よ うに受
け取 ってい るで あろ うか?お そ らく,大 部分 の経 営学者は,こ れ を単 なる技
術 の進歩 と して受け取 り,従 って,そ れはあ くまで も経営の外的 与件 の変化
で あって,経 営学 の対象であ る管 理過程そ の ものには何の本質的影響 を も及
ぼ してい ない,と 考え ているに ちが いない。
この よ うな考え方 の背後には,管 理過程が本質的に人間的過 程であ る,と
い う基本的 な見方 ・考 え方が存在 しているのでは ないだ ろ うか。 テー ラーの
科学 的管 理法は労 働者 の合理的管理 方式につ いての研究で あ り,フ ェイ ヨー
ル,ア ー ウ ィックの主張 す る種 々の 「管理 の原則」 なる もののすべ ては,リ
ー ダー シ ップ,オ ー ソリテ ィ,エ スプ リ ・ド・コア,イ ニシ ャテ ィブ,エ ク
ウ ィテ ィ等 々の人間個有 の過程に関す るもので ある。
これ ら原則の羅列 を非科学的で ある として強 く批 判 したサ イモ ソ,ま た,
そのサ イモ ンの理論的背景で あるパ ーナー ド,何 れ も,人 間 である経営 者の
管理活動,人 間集 団 としての組織 の機能を,そ の研究の対象 とした。そ の点
ではFayol一派 と変わ る所 は ない 。
Koontzの分類 を借 りるな らば,フ ェイ ヨールー派は経営過程学派(The
ManagementProcessSchoo1)とよばれ,後 者 は 社会 システ ム学派(The
SocialSystemSchool)として分類 されてい るが,い ずれ も人間 中心的で あ
り,そ れ 以外のいわ ゆ るTheEmpiricalSchool(Dale)tこして もこの点で は
まった く同 じこ とであ る。 こ とにホー ソソ実験 を出発点 とす るTheHuman
BehaviorSchoolに到 っては,人 間 の集団におけ る行動 の,社 会学的 ・心理
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学的分析がそ の研究 対象 のすべてであ ると考えてい る よ うにみ える。
これ ら,人 間に よる管理過 程をその研究 対象 とす るすべ ての学派 を通 じて
いい うるこ とは,そ の実 証科学 としての性格 が十分 でない こ と,従 って,そ
れか ら現実 の経 営に役立 つ よ うな知 識が容 易に得 られ ない こと,経 営学 自体
の中か らそ の科学的研究 の結論 と して,何 らか の新 らしい効率 的 な管 理方式
が導 き出 され る可能性 が きわめて少 ない こと,で ある。
経済学を始 め多 くの社会科学がそ うで ある よ うに,そ の発達 の初 期におい
ては,単 純 な 日常的経験 と直感的判断に よる分析に よって,そ の理論を組み
立 て ざるをえなかった。従 ってそ の理論 は個人 的色彩 が強 く,一 人 一人の学
者 がそ の個性 に応 じてそれ ぞれ異な った壮大 な理論体系 を繰 り広 げ る結 果 と
な り,相 互協力に よる歴史的発展が,ほ とん ど見 られ なか った。
そ の間,Taylorによるshovellingの実験,Roethlisberger,Dickson等に
よるHawthornExperimen七等 の 実証的研究が あ り,そ れが経営学 の発展
に大 きな貢献を した ことは事 実であ る。 しか しなが ら,そ の研究 の対象 とな
った諸概念(task,participation)は,いず れ も人間 的概 念であ り,か つ肉
体 的労 働に関す る ものであ って,管 理活動 に 関す る ものでは ない とい う点
で,管 理過 程の本質に迫 るものではなか った。
管理 過程についての実証 的研究 が可能 に なったのは戦後 のこ とであ り,そ
の一 つはcomputersimulation・他 の 一つは 管理過 程 自身 の 機能化 であ っ
た。
3.管 理 過 程 のSimulation
その代表的な例 をBoniniのそれに見 るこ とがで きる。そ の 目的は,現 実
の企 業におけ る管理 活動 をで きるだけ客観 的に表わすcomputermodelを作
り,そ れに よって 統計的に管 理 された 多数 の紙上実験 を 行 な うこ とで あっ
た。 しか し他の人 々は,独 占市場 ・寡 占市場におけ る 価格決定 の 研究 とい
う,経 済学的 な 目的 のため の手段 と して,こ の よ うなsimulationmodelを
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作 り上げ た。
この よ うに,こ れ らのモ デルは,人 間を含んだ現実 の経 営現 象 または経 済
現象 についての実験 を行 な うことを 目的 として作 られた ものではあったけれ
ども,わ れわれは これ らのsilnula七ionmode1のもって いる,よ り重要 な役
割を指摘 しなければ な らない 。
それは,こ の よ うなモデルを作 る ことに よって,人 間的 な管理過程が電子
計算機 プ ログラム とい う 一つの物的 または 論理 的構成 に お きかえ られ る,
とい う点 であ る。 これに よって,現 実 の過程では 操作的 でなか った 人間的
管理過程 が,物 理 的 な 操作性(oPerationali七y)を獲得 し,そ の 伝達特性
を任意 に変 え ることが で きる ようにな る。 また,そ れに よって 管理過程 の
observabilityが増大す る。 従 来 の経営学が,い わば,管 理過 程そ の もので
な く,そ の制 度的 ・経済的 条件 のみ を論 じ,か つ,い わゆ るprincipleSばか
りを論 じて足れ りと していたのは,そ うあ るべ きだ と考えていたか らではな
い。む しろ,管 理過程そ の ものが,人 間に よって行 なわれ る ときは,そ れを
容 易に外部か ら観測で きなか ったか らに外 な らない。それは,企 業の秘密 と
して意識的に第三者に よる観測を拒否 され たばか りで な く,公 開を許 され た
場合で あって も,管 理者 の大脳 の中で何 が考 え られてい るか を観測す ること
は,ほ とん ど不 可能であ った 。
Computersimulationは,この よ うな管 理活動 の客観的観測に ともな う困
難 を解決す ることを可能 にす る。 これは,経 営学を,教 祖 の説教集では な し
に,客 観的 観察 と実 験 とに もとつ く帰納的 経験科学 へ と進 歩 させ る上で大 き
な役割 を果 しつつあ る。
だが,こ こで疑 問 と して指摘 しておかなけ ればな らない点が一つあ る。そ
れ は,本 物 とsimulatedmodelとの間に,ど れ だけ の対応性 を期待で きる
か,と い う疑問で ある。 人間の思考過程 ・判断過程をsimula七eする場合,
それが,あ る種 の情 報のinputと,そ れ に対す るあ る単純 なdecisionrule
の適用に よる決定,そ の決定結果 の他へ の伝達,と い う過程か らな る場合で
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あれば,そ のsimulationは簡単,容 易であ り,か つ,人 間 に よる本物 の管
理過程 とほ とん ど異 なる ところはない。それはcompu七er内部におけ る単純
な論理演算にお きか え られ るであ ろ う。 しか も,現 実の企 業では 困難 な,こ
れ らrulesの変 更が もた らす影響 を実験で求 め ることが容易にで きる。
しか し,よ り高 度の複雑 なdecisionをsimulateしよ うとす る ときには,
かな りその困難 は大 きい。 そ のためには,現 実 の人間に よるdecisionの過
程についての,あ るてい どの経 験的 デー タが必要 であ り,そ れな しには(つ
ま り何をsimulateしよ うとす るのか,そ の相手 の過程についての経験的 知
識が なけれぽ)simulationは不可能であ る。だが,わ れわ れは,そ のために
完全 な知識を もつ必要はない。
理論物理学がそ うであ る よ うに,わ れわれは,管 理上 のdecisionについ て
の何等か の仮設を立 て,そ の仮設に対応す るsimulationmodelを作 り,そ
れにつ いて実験 し,そ の実験結果 の中で,現 実の世界か ら 「比較的容 易に経
験 し,集 め ることので きるdata」を取 り出 し,そ れだけ について現 実 との
対応の程度をチエ ックすれば よい。そ の一 致の程度が高ければ,わ れわれは
その仮設がかな り有効 な ものであ るこ とを推 定で きるであ ろ う。
また,各decisioncenterへのinPu七とoutputとの組 み合わせにつ いて
の十分 なデー タが得 られ るな らば,そ れか ら,両 者の中間にお いて行 なわれ
て い る過程が どの よ うな性格 の ものであ るかを推定す ることがで き る。ち ょ
うど自動制御 理論 において,inputとoutputとのデー タを もとに してそ の
transferfunctionを確定で き るの とまった く同 じよ うに。その推定 の精度
は,も しも実験 的 なinputを現実 の人間に対 して 与 え ることが で きるな ら
ば,更 に高い精 度での推定 を期待す ることがで きるであろ う。
これ らの間接 的推 定に よるモ デル化の外に,事 情 が許す な らぽ,人 間 の思
考過 程を言葉 に よって行 なわせ る こと もで き る。そ のテープを分析す ること
に よって,そ の人 の管 理的思考 の一つ一つの過 程を経験的 に把 え ることが可
能 であ り,従 ってそれをcomputerProgramの形 に書 き換 え るな らば,現
一134一 商 学 討 究 第16巻 第2号
実 との一 致は ます ます高 くなるで あろ う。
しか もなお,こ れ らのsimulation実験に対 しては,多 くの疑問が提 起 さ
れ るで あろ うこ とは,予 想 に難 くない 。例 えば,ど んなに うま く計 算機が ま
ねを してみて も,そ れは所詮 「まね」で あ り 「偽せ物」で あって,本 物では
ない,と い う非難を受け るであ ろ う。
それが本物でな い ことは,正 にそ の通 りで ある。 しか し,モ デル の 役割
は,本 物をその まま再現 す る ことであ ろ うか?決 して,そ うでは ない。本
物 は一つ しか存在 し得ない。モ デルは本質的 に 「偽せ物」 であ り,本 物 では
ない 。 しか し,モ デルは 「偽せ 物」であ るが故に,そ の価値が あ るのであ
る。モ デルは,現 実 の複雑な過 程の中か ら,そ の一部を と りだ して作 り上 げ
た ものであ り,そ こに大 巾な単純化,則 ち 「非本質的 な ものの除去」が行 な
わ れ ているか らこそ,役 に立つ ので ある。すべ ての理論はその よ うな もので
あ る。モデルは,こ の よ うな抽象化 され た理論 ・論理 を,computerの論 理
回路 またはその他 の 物 理的過程に お きか えた ものに 外 な らない。 モデル
は,そ の なかにおけ る現象 と,現 実におけ る現象 との間のあ る選ぽれた面に
つ いて,一 対一 の対応 が成 りた っていれば十分 であ り,現 実その ものであ る
必要は少 しもな い。われわれは,computerが意識 を もつか ど うか,と い う
よ うな哲学酌論議 に煩わ され る必要は ない。両者が,あ る限定 された範囲で
一対 一に対応 してinputについて,い つ も同 じ対応 を もったoutputを出 し
て くれ さえすれば,そ れ で十分 であ る。
現 実 とsimulationモデル とが完全に 同 じものでは ない ことは,む しろ,経
営 に とって大 きな利益 を もた らす 。管 理過程 とsimulationmodelとが,一 対
一に対応 した動 きを示す な らば,す なわち,一 方は人間,他 方はcomputer
とい う二 つの互 いに異 な った素材 であ りなが ら,そ の機能 においては まった
く同 じであ るこ とがは っ き りすれ ば,も はや,わ れわ れは管 理機能の担当者
としての人間を絶対豹に必要 とす る,と い うことは 言えな くな って しま う。
人間にや らせ るか,機 械 にや らせ るかは,い ずれが コス ト的に安価であ るか
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に よって,ど ち らを も任意 に選ぶ ことが可 能であ る。
か くして,現 実 の人間 に よる管 理過程を モデル化 しよ うと試み たsimula-
tionmodelは,今や,そ の最初の 目的を離 れて,そ れ 自体,現 実 の企業 の
中 に入 り込 んで,人 間 の代 りをす る ようにな って きた,偽 せ物が本物 を追放
しつつあ るので ある。 こ うなって くる と,も はや,そ のモ デルの中に,人 間
的 要素(aspirationIevel,motivation,informalcommunication,e七c.)を持
ち込む ことが まった く無意味に なって くる。 ここに おいて,「真の管理過 程
の本質は何で あ るか」,とい う理論的問題が,「機械 に よって どこまで合理 的
な管 理が可能で あるか」,と い うきわめて 具 体的現 実的な 課題 として,提 起
され るこ とに なった 。Simula七ionmodelの中か ら,不 要 な ものは全部除外
し,合 理的管 理 に必要に して十 分 な機能だけを残す な らば,そ れ こそが管 理
過 程 の本質的 内容に外な らない。
4.経 営 学 の 変 貌
他 方に おいて,上 記 の理論的課題 とは独立に,現 実 の企 業の中におけ る管
理過 程の機械 化は着 々と進 行 しつつあ る。 この動 きは,二 つの一応離 れた道
を た ど りなが ら,最 終的 には一 つの もの,管 理過程 の純粋理論 則 ち 管理機
械,に 収束 して行 くであろ う。
現在の技術 を 以って して も,自 ら測定 し,予 測 し,計 画 し,最 適化計算 を
行 ない,命 令 し,実 施 の結果につ いて調整を行 な うことので きる無人企業 を
設 計す ることは,そ れほ ど困難 な こ とではない。
これを も,単 な る技術technologyの問題で あ るとして経営学 の研究領 域
か ら排除す るな らば,経 営学は専 ら,純 粋 な人間集 団の科学,す なわ ち,教
育,研 究 団体,政 党,宗 教 団体,ス ポー ッ団体,サ ー ヴ ィス業等 の経営学に
な りさが って しま うで あろ う◎
経営学が物的 生産過程 の管 理過程 につい ての科学であ ろ うとす るので あれ
ば,そ れは,管 理過程 の現在 の姿 の中か ら人 間的要素 を追放 し,そ の本質的
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機能のみを表わす理論を作 り上げなければな らない。従 ってそれは,ま す ま
す,現 在の自動制御理論に接近 し,ま すます,統 計的決定理論,経 済計算
論,計 測に関す る理論,等 をその中に取 り入れ,ま す ます数学的 ・OR的 と
ならざるをえないであろ う。
